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交通に係る県民等意識調査（アンケート）結果の概要
長野県新総合交通ビジョンを策定するにあたり、県民の皆様等を対象に交通に関わる意識や実態を
把握する調査を以下のとおり実施し、平成24年６月に「交通に係る県民等意識調査報告書」として、
とりまとめました。

１　調査の概要
（１）県民アンケート調査

項　　目 内　　　　　　　容
調 査 対 象 ・15歳以上の長野県内居住者

調 査 方 法
・住民基本台帳または電話帳をもとに、調査対象世帯を無作為に抽出
・�各世帯につき15歳以上の世帯構成員に対して、最大４名までに回答してもら
うこととし、アンケート票を４部送付
・郵送配布、郵送回収

抽出世帯数 ・3,200世帯

回 収 結 果
・回収世帯数：1,867世帯（回収率58%）
・回収票数：4,138票
・回収期間：平成24年２月９日～３月15日

（２）県内事業所アンケート調査
項　　目 内　　　　　　　容
調 査 対 象 ・長野県内の民営事業所
配 布 数 ・500事業所
調 査 方 法 ・郵送配布、郵送回収

回 収 結 果 ・回収数：265票（回収率53％）
・回収期間：平成24年２月16日～３月15日

（３）県外事業所アンケート調査
項　　目 内　　　　　　　容

調 査 対 象
・長野県外の民営事業所　500事業所
・対象地域…東京都23区、名古屋市、大阪市、
　　　　　 北陸圏（糸魚川市、上越市、富山市、金沢市）

配 布 数 ・東京都23区：150票　・名古屋市：150票　・大阪市：100票　
・北陸圏：100票

調 査 方 法 ・郵送配布、郵送回収

回 収 結 果 ・回収数：105票（回収率21％）
・回収期間：平成24年２月16日～３月15日

（４）県外居住者アンケート調査
項　　目 内　　　　　　　容

調 査 対 象
・15歳以上の長野県外居住者
・�対象地域…�東京圏（東京都、千葉県、埼玉県、神奈川県）、愛知県、大阪圏（大

阪府、京都府、兵庫県）、北陸圏（新潟県、富山県、石川県）、福
岡県

調 査 方 法 ・ＷＥＢによるアンケート調査　
・調査実施期間…平成24年３月５日～３月８日

調 査 対 象
サンプル数

・東京圏：400サンプル　・愛知県：200サンプル　・大阪圏：200サンプル、
・北陸圏：100サンプル　　・福岡県：100サンプル

※注１　グラフ内等に記載している「ｎ」は母数です。　
　　　　例：（ｎ＝152）は、「152人が回答」という意味です。
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２　調査結果（抜粋）　

   長野県民の交通手段等について

外出する機会の多い目的

外出する際に利用する交通手段

75.6%

6.8%

11.6%

0.8%

3.0%

5.1%

3.2%

7.0%

13.0%

鉄道

バス

タクシー

自転車

徒歩

n=4,138

自動車（自分で運転）

自動車（家族や知人などに送迎してもらう）

オートバイ・原動機付き自転車

その他
＊複数回答

0% 20% 40% 60% 80% 100%

問  普段、自宅から外出する機会の多い目的は何ですか。また、その際に利用する交通手段は何
ですか。（「県民アンケート調査」より）

無回答  0.9%
その他  2.5%

家族の送迎 2.7%
趣味・娯楽  4.5%

通院  5.0%

仕事（配達、得意先
回りなど）  13.1% n=3,841通学  4.5%

買物 
24.8%

通勤
42.0%
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鉄　道

バ　ス

自動車

8.8%

2.6%

2.5%

11.9%

19.5%

25.4%

26.1%

49.8%

18.6%

1.0%

8.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%
日中の便数が少ない

電車の乗継が不便

駅周辺に駐車場がない（または少ない）

運賃が高い

通勤、通学時間帯の便数が少ない

終発時刻が早い

運行速度が遅い

車内が混雑している、座れない

始発時刻が遅い

駅周辺に駐輪場がない（または少ない）

その他 n=1,285
＊複数回答

6.7%
5.2%
2.7%

14.3%

21.5%
21.7%
23.1%

54.7%

15.2%

2.4%

5.6%
0.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

日中の便数が少ない
運賃が高い

目的地までの路線がない
近くにバス停がない

通勤、通学時間帯の便数が少ない
終発時刻が早い

時刻表どおりにバスが来ない
バス停周辺に駐輪場がない

運行速度が遅い
始発時刻が遅い

車内が混雑している、座れない
その他 n=697

＊複数回答

14.3%

36.4%

33.7%

32.6%

29.9%

11.0%

8.7%

4.3%

5.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

道路が狭い、急カーブや急勾配が多い

通勤・通学時間帯の道路混雑

歩行者や自転車の安全確保が不十分

道路の舗装や除雪等の道路管理が不十分

日中の道路混雑

高速道路ＩＣまでの距離
標識が街路樹により隠れていたり、
　　　　　　　　内容がわかりにくい

落石や土砂崩れの危険箇所が多い

その他 n=1,399
＊複数回答

問  普段、利用している交通手段に対する不便や不満な点は何ですか。（「県民アンケート調査」より）
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65歳未満

65歳以上

11.3%

26.8%

25.2%

19.5%

16.4%

8.2%

3.8%

5.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

割安な航空運賃の充実

利用しやすいダイヤ

空港までの交通の便の改善

新たな国内路線の運航
信州まつもと空港利用のツアー

等旅行商品の提供
現在路線（福岡、札幌）の

便数の増加
国際路線の定期便・
チャーター便の運航

その他 n=4,116
＊複数回答

24.8%

13.6%

29.3%

45.8%

51.8%

4.4%

3.4%

1.9%

6.3%

100%
他に手段がないので、引き続き

自動車やオートバイ等を運転する
公共交通を利用する

家族や知人などに送迎をしてもらう

歩ける範囲で用を済ませる

外出しない、外出する機会を減らす

公共交通の便利な地域に居住地を移す
歩いて行ける範囲で日常生活が
       できる地域に居住地を移す

その他

無回答
＊複数回答
n=2,814

0% 20% 40% 60% 80%

21.5%

3.2%

2.7%

9.6%

1.5%

40.3%

49.7%

20.3%

14.5%

他に手段がないので、引き続き
自動車やオートバイ等を運転する

公共交通を利用する

家族や知人などに送迎をしてもらう

歩ける範囲で用を済ませる

外出しない、外出する機会を減らす

公共交通の便利な地域に居住地を移す
歩いて行ける範囲で日常生活が
       できる地域に居住地を移す

その他

無回答
＊複数回答
n=1,254

0% 20% 40% 60% 80% 100%

問  「信州まつもと空港」を利用するためには、どのようなことが必要だと思いますか。
　　（「県民アンケート調査」より）

問  高齢になった時や身体機能が衰えた時、自動車やオートバイの運転が不安になった場合、日
常生活のためにどのような対応をとりますか。（「県民アンケート調査」より）
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0% 10% 20% 30% 40% 50%

n=262
＊複数回答

舗装や除雪等の管理が徹底された
　安全な道路環境

通勤時間帯における道路混雑の緩和
時間短縮、物流コスト低減につながる

　 幹線道路等の整備

日中における道路混雑の緩和

地域鉄道の維持・存続
広域的な交流を促進する広域的な
         公共交通体系の構築・整備

公共交通の乗り継ぎのシームレス化
          （抵抗なく乗り継ぎができる）

信州まつもと空港における、国内路線の拡充

信州まつもと空港における、国際定期便の就航

ICカード対応等が図られた公共交通のIT化
信州まつもと空港における、
ビジネスジェットの利用促進

その他

特にない

44.7%

34.7%

34.4%

16.8%

22.1%

22.9%

23.7%

6.5%

16.0%

5.3%

3.4%

2.3%

1.5%

問  長野県の産業活動を強化・維持していくため、また、貴事業所の業務活動を支援するための
交通面での取組として、何を重視すべきかと思いますか。（「県内事業所アンケート調査」より）
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   リニア中央新幹線について

主に利用する可能性のあるリニア中央新幹線駅

リニア中央新幹線の利用駅まで希望する交通手段

25.9

43.8

24.1

89.6

98.4

33.3

31.6

48.0

84.2

56.5

78.6

11.1

65.0

7.9

9.1

14.8

43.8

6.9

2.6

8.0

10.5

34.8

4.1

0.2
3.1

1.7

1.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

佐久地域

上小地域

諏訪地域

上伊那地域

飯伊地域

木曽地域

松本地域

大北地域

長野地域

北信地域

県全体

n=27

n=16

n=29

n=96

n=568

n=120

n=38

n=25

n=19

n=23

n=968

48.1

12.5

69.0

7.3

57.9

44.0

5.3

8.7

8.2

長野県内駅 山梨県駅 岐阜県駅 無回答

66.7

31.3

51.7

72.9

80.4

67.2

26.3

48.0

36.8

34.8

70.9

3.7

6.4

2.5

5.3

4.0

5.3

4.3

4.8

18.8

3.4

5.2

7.9

20.0

15.8

4.3

2.8

11.1

25.0

6.9

9.4

4.3

3.4

5.3

4.0

15.8

13.0

5.7

1.0

1.7

0.7

1.7 1.5

2.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

n=560

n=96

n=38

n=25

n=19

n=23

n=29

n=16

n=119

n=27

n=959

14.8

25.0

34.5

11.5

3.6

25.2

50.0

24.0

26.3

43.5

12.6

2.5

5.3
0.0

3.7

3.4

自家用車 鉄道 路線バス 高速バス タクシー レンタカー その他 無回答

佐久地域

上小地域

諏訪地域

上伊那地域

飯伊地域

木曽地域

松本地域

大北地域

長野地域

北信地域

県全体

問  リニア中央新幹線を利用して東京方面に行く場合、主にどこの駅を利用する可能性がありま
すか。また、駅までの交通手段として何を希望しますか。（「県民アンケート調査」より）
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主に利用する可能性のあるリニア中央新幹線駅

リニア中央新幹線の利用駅まで希望する交通手段

38.9

63.2

54.1

95.5

97.3

23.3

57.6

81.8

93.9

88.0

82.1

2.8

5.3

5.4

76.7

33.3

9.1

10.3

5.6

10.5

2.7

3.4

1.9

3.0

4.5

4.0

2.4

1.1

0.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

n=19

n=37

n=89

n=479

n=86

n=33

n=22

n=33

n=25

n=36

n=866

佐久地域

上小地域

諏訪地域

上伊那地域

飯伊地域

木曽地域

松本地域

大北地域

長野地域

北信地域

県全体

52.8

21.1

37.8

6.1

4.5

6.1

8.0

5.2

長野県内駅 山梨県駅 岐阜県駅 無回答

自家用車 鉄道 路線バス 高速バス タクシー レンタカー その他 無回答

41.7

52.6

43.2

75.3

79.7

72.1

24.2

45.5

45.5

32.0

69.0

5.6

5.7

3.5

6.1

4.5

4.2

8.3

21.1

10.8

4.5

9.1

27.3

9.1

16.0

3.9

16.7

10.8

4.5

6.3

5.8

6.1

4.5

6.1

6.3

1.1

0.6

2.8

0.11.4

1.7

1.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

佐久地域

上小地域

諏訪地域

上伊那地域

飯伊地域

木曽地域

松本地域

大北地域

長野地域

北信地域

県全体

n=36

n=19

n=37

n=89

n=474

n=86

n=33

n=22

n=33

n=25

n=861

22.2

26.3

32.4

13.5

4.0

18.6

48.5

18.2

33.3

52.0

13.7

6.1

0.0
3.0

1.4

1.9

3.0

2.7

2.8

問  リニア中央新幹線を利用して名古屋方面に行く場合、主にどこの駅を利用する可能性があり
ますか。また、駅までの交通手段として何を希望しますか。（「県民アンケート調査」より）
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主に利用する可能性のあるリニア中央新幹線駅

リニア中央新幹線駅から移動する交通手段

62.6

58.3

48.1

9.7

34.5

17.7

22.2

22.2

67.1

63.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

東京圏

愛知県

大阪圏

北陸圏

福岡県

n=155

n=84

n=79

n=27

n=36

27.7

7.1

15.2

29.6

13.9

岐阜県駅長野県内駅 山梨県駅

長野県内駅
0% 20% 40% 60% 80% 100%

n=235
＊複数回答

鉄道

路線バス

高速バス

タクシー

レンタカー

その他

73.6%

28.1%

45.1%

9.4%

30.6%

1.3%

71.6%

2.7%

25.7%

8.1%

36.5%

28.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

n=74
＊複数回答

鉄道

路線バス

高速バス

タクシー

レンタカー

その他

山梨県駅 岐阜県駅
0% 20% 40% 60% 80% 100%

鉄道

路線バス

高速バス

タクシー

レンタカー

その他 n=72
＊複数回答

70.8%

29.2%

36.1%

6.9%

20.8%

1.4%

問  リニア中央新幹線を利用して長野県を訪問する場合、主にどこの駅を利用する可能性があり
ますか。また、駅から移動する交通手段として何を希望しますか。

　　（「県外居住者アンケート調査」より）
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東京圏

23.2%

8.4%

21.9%

16.8%

7.7%

25.8%

27.7%

36.8%

26.5%

22.6%

19.4%

23.2%

12.3%

14.8%

15.5%

8.4%

12.3%

9.7%

14.8%

28.4%

49.7%

26.5%

0% 20% 40% 60% 80%

n=155
＊複数回答

佐久エリア
上小エリア
諏訪エリア

上伊那エリア
下伊那エリア
木曽エリア
松本エリア

北安曇エリア
長野エリア
北信エリア
特になし

大阪圏
0% 20% 40% 60% 80%

n=79
＊複数回答

佐久エリア
上小エリア
諏訪エリア

上伊那エリア
下伊那エリア
木曽エリア
松本エリア

北安曇エリア

長野エリア
北信エリア
特になし

13.9%

3.8%

24.1%

27.8%

6.3%

31.6%

19.0%

24.1%

15.2%

36.7%

25.3%

30.4%

13.9%

11.4%

25.3%

10.1%

10.1%

16.5%

19.0%

21.5%

45.6%

19.0%

福岡県
0% 20% 40% 60% 80%

n=36
＊複数回答

佐久エリア
上小エリア
諏訪エリア

上伊那エリア
下伊那エリア
木曽エリア
松本エリア

北安曇エリア
長野エリア
北信エリア
特になし

16.7%

5.6%

16.7%

27.8%

13.9%

36.1%

22.2%

33.3%

25.0%

44.4%

27.8%
13.9%

30.6%

22.2%

5.6%

27.8%

8.3%

25.0%

22.2%

19.4%

30.6%

19.4%

愛知県
0% 20% 40% 60% 80%

n=84
＊複数回答

佐久エリア
上小エリア
諏訪エリア

上伊那エリア
下伊那エリア
木曽エリア
松本エリア

北安曇エリア
長野エリア
北信エリア
特になし

14.3%

6.0%

22.6%

25.0%

11.9%

23.8%

21.4%

33.3%

17.9%

23.8%

15.5%

15.5%

11.9%
16.7%

22.6%

36.9%

23.8%

15.5%

9.5%

9.5%

7.1%

26.2%

北陸圏
0% 20% 40% 60% 80%

n=84
＊複数回答

佐久エリア
上小エリア
諏訪エリア

上伊那エリア
下伊那エリア
木曽エリア
松本エリア

北安曇エリア
長野エリア
北信エリア
特になし

33.3%

7.4%

18.5%

33.3%

14.8%

33.3%

18.5%

29.6%

18.5%

33.3%

14.8%

37.0%

25.9%

7.4%

18.5%

37.0%

22.2%

44.4%

25.9%

3.7%

18.5%

14.8%

日帰り旅行で増えると思う場所
宿泊旅行で増えると思う場所

問  リニア中央新幹線で観光・レジャー目的により、長野県に「日帰り旅行」、「宿泊旅行」をす
る場合、どの地域に行く機会が増えると思いますか。（「県外居住者アンケート調査」より）
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9.8%

39.1%

35.1%

24.7%

14.9%

7.6%

8.1%

4.9%

0% 20% 40% 60%

駅の周辺に駐車場が整備されていること

駅へのアクセス道路が整備されていること

駅のより近くに中央自動車道のスマート
インターチェンジがあること

飯田線の駅に接続がされていること

駅またその周辺に商業施設が
整備されていること

バス、タクシーなどが待機することができる
駅前広場があること

駅またその周辺に観光案内所が
整備されていること

その他
＊複数回答
n=4,129

リニア中央新幹線駅への
アクセス道路の整備

リニア中央新幹線と接続する鉄道の
　利便性向上

リニア中央新幹線駅における
自動車駐車場の整備

リニア中央新幹線駅と周辺地域を連絡する
　路線バスの拡充

リニア中央新幹線駅周辺及びアクセス道路に
　おけるわかりやすい案内標識の設置

リニア中央新幹線駅における
レンタカーの整備

その他

特に必要ない

分からない n=200

51.5%

45.0%

49.5%

2.0%

6.0%

10.5%

1.0%

10.5%

5.5%

0% 20% 30%10% 40% 50% 60%

＊複数回答

58.1%
24.7%

12.9%

11.8%

8.6%

5.4%

8.6%

11.8%

1.1%

リニア中央新幹線と接続する鉄道の
利便性向上

リニア中央新幹線駅からの
アクセス道路の整備

リニア中央新幹線駅から周辺地域を移動する
ための路線バスの拡充

リニア中央新幹線駅周辺及びアクセス道路に
おける分かりやすい案内標識の設置

リニア中央新幹線駅における
レンタカーの整備

リニア中央新幹線駅における
自動車駐車場の整備

その他

特に必要ない

分からない n=93

0% 20% 30%10% 40% 50% 60%

＊複数回答

問  長野県内に建設されるリニア駅に関して、どのようなことを望みますか。
（「県民アンケート調査」より

問  リニア中央新幹線を利用して県外へ移動するためには、どのような対応が必要だと思いますか。
（「県内事業所アンケート調査」より）

問  リニア中央新幹線の駅から、長野県内を移動するための交通手段としてどのような対応が必
要だと思いますか。（「県外事業所アンケート調査」より）
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交通面での取組

n=261

0% 20% 40% 60% 80%

＊複数回答

55.9%

51.3%

46.4%

13.8%

7.3%

2.7%

5.4%

駅の周辺に駐車場を整備すること

駅へのアクセス道路を整備すること

駅のより近くに中央自動車道のスマート
　　　　　インターチェンジを新設すること

駅またはその周辺に商業施設を整備すること

バス、タクシーなどが待機することができる
　　　　　　　　　　　駅前広場を整備すること

駅周辺及びアクセス道路の案内標識を
　　　　　　　　分かりやすく設置すること

その他

産業・観光面での取組

n=264

0% 20% 40% 60% 80%

＊複数回答

51.5%

47.3%

30.3%

29.5%

7.6%

3.8%

企業誘致や観光情報などの情報発信
・PRを行うこと

新たな観光資源の発掘や既存の観光資源の
レベルアップを図ること

事業を拡大するための支援制度を充実させること

工業団地の整備や企業進出のための
用地を確保すること

教育機関と連携した地域の核となる
人材の育成を行うこと

その他

まちづくり面での取組

n=257

0% 20% 40% 60% 80%

48.2%

27.6%

15.6%

1.9%

6.6%

リニア中央新幹線駅を中心とした
魅力ある一体的な開発を行うこと

リニア中央新幹線駅周辺の
都市機能を充実させること

適切な開発規制を行うこと

その他

無回答

問  リニア中央新幹線の開業に併せて県や市町村が取り組むことが望ましいと考える事項は何ですか。
（「県内事業所アンケート調査」より）
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   北陸新幹線について

北陸新幹線の延伸による行動の変化

変化の内容

54.4

55.3

22.6

16.2

14.2

20.5

31.4

26.1

56.2

54.4

31.5

18.0

17.2

32.4

32.8

43.1

38.7

22.8

31.4

20.8

18.1

29.9

7.7

13.4

9.7

13.7

8.1

9.4

7.8

11.4

6.8

11.6

10.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

佐久地域

上小地域

諏訪地域

上伊那地域

飯伊地域

木曽地域

松本地域

大北地域

長野地域

北信地域

県全体

n=261

n=320

n=318

n=408

n=890

n=424

n=360

n=376

n=365

n=371

n=4,136

19.9

14.1

35.2

37.3

34.6

31.4

38.1

31.1

16.2

15.9

28.6

変化すると思う 変化しないと思う わからない 無回答

n=1,299

0% 20% 40% 60% 80%

＊複数回答

7.2%

57.4%

32.2%

29.8%

9.7%

3.5%

北陸方面に行くようになると思う

北陸方面に行く回数が増えると思う

東京または北陸方面に行くとき
宿泊から日帰りに変わると思う

東京方面に行く回数が増えると思う

長野県内のいろいろなところを
回るようになると思う　　　　　　

その他

問  北陸新幹線が金沢駅まで延伸されることにより、何らかの行動の変化があると思いますか。
また、その変化とはどのようなものですか。（「県民アンケート調査」より）
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東京圏
0% 20% 40% 60% 80%

n=158
＊複数回答

佐久エリア
上小エリア
諏訪エリア

上伊那エリア
下伊那エリア
木曽エリア
松本エリア

北安曇エリア
長野エリア
北信エリア
特になし

32.3%

9.5%

20.3%

27.2%

14.6%

24.1%

16.5%

17.1%

13.9%

31.0%

22.2%

38.0%

35.4%

10.8%

12.7%

18.4%

11.4%

29.1%

13.9%

16.5%

24.1%

20.9%

大阪圏
0% 20% 40% 60% 80%

n=62
＊複数回答

佐久エリア
上小エリア
諏訪エリア

上伊那エリア
下伊那エリア
木曽エリア
松本エリア

北安曇エリア
長野エリア
北信エリア
特になし

27.4%

8.1%

27.4%

37.1%

16.1%

24.2%

22.6%

21.0%

14.5%

37.1%

25.8%

41.9%

27.4%

8.1%

12.9%

24.2%

21.0%

27.4%

29.0%

12.9%

24.2%

22.6%

福岡県
0% 20% 40% 60% 80%

n=33
＊複数回答

佐久エリア
上小エリア
諏訪エリア

上伊那エリア
下伊那エリア
木曽エリア
松本エリア

北安曇エリア
長野エリア
北信エリア
特になし

21.2%

12.1%

18.2%

24.2%

9.1%

39.4%

18.2%

12.1%

21.2%

42.4%

36.4%

42.4%

36.4%

9.1%

15.2%

6.1%

12.1%

36.4%

36.4%

21.2%

18.2%

42.4%

愛知県
0% 20% 40% 60% 80%

n=58
＊複数回答

佐久エリア
上小エリア
諏訪エリア

上伊那エリア
下伊那エリア
木曽エリア
松本エリア

北安曇エリア
長野エリア
北信エリア
特になし

20.7%

13.8%

19.0%

27.6%

10.3%

15.5%

6.9%

17.2%

6.9%

20.7%

22.4%

48.3%

31.0%

8.6%

27.6%

29.3%

6.9%

24.1%

36.2%

19.0%

20.7%

15.5%

北陸圏
0% 20% 40% 60% 80%

n=53
＊複数回答

佐久エリア
上小エリア
諏訪エリア

上伊那エリア
下伊那エリア
木曽エリア
松本エリア

北安曇エリア
長野エリア
北信エリア
特になし

41.5%

11.3%

7.5%

43.4%

11.3%

20.8%

11.3%

9.4%

11.3%

28.3%

17.0%

32.1%

20.8%

17.0%

18.9%

18.9%

9.4%

11.3%

64.2%

1.9%

5.7%

1.9%

日帰りで増えると思う場所
宿泊旅行で増えると思う場所

問  北陸新幹線を利用して観光・レジャー目的により、長野県に「日帰り旅行」、「宿泊旅行」を
する場合、どの地域に行く機会が増えると思いますか。（「県外居住者アンケート調査」より）
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東京圏

n=158
＊複数回答

0% 20% 40% 60% 100%80%

60.1%

44.3%

24.1%

5.7%

10.1%

26.6%

3.2%

鉄道

路線バス

高速バス

タクシー

レンタカー

その他

飯山駅を利用する
予定はない

大阪圏

n=62
＊複数回答

0% 20% 40% 60% 100%80%

鉄道

路線バス

高速バス

タクシー

レンタカー

その他

飯山駅を利用する
予定はない

72.6%

30.6%

21.0%

3.2%

0.0%

22.6%

0.0%

福岡県

n=33
＊複数回答

0% 20% 40% 60% 100%80%

鉄道

路線バス

高速バス

タクシー

レンタカー

その他

飯山駅を利用する
予定はない

81.8%

42.4%

33.3%

9.1%

9.1%

45.5%

0.0%

愛知県

n=58
＊複数回答

0% 20% 40% 60% 100%80%

鉄道

路線バス

高速バス

タクシー

レンタカー

その他

飯山駅を利用する
予定はない

63.8%

25.9%

0.0%

15.5%

5.2%

20.7%

25.9%

北陸圏

n=53
＊複数回答

0% 20% 40% 60% 100%80%

鉄道

路線バス

高速バス

タクシー

レンタカー

その他

飯山駅を利用する
予定はない

58.5%

35.8%

0.0%

30.2%

11.3%

7.5%

20.8%

問  北陸新幹線飯山駅から移動する交通手段として何を希望しますか。
　　（「県外居住者アンケート調査」より）
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長野県新総合交通ビジョン検討委員会名簿
（敬称略、五十音順、役職名は平成 25年３月 15日現在）

氏　　名 役　　　　　職 備　　　考

青木　真美 同志社大学　商学部　商学研究科
教授

石井　晴夫 東洋大学　経営学部　経営学科
教授

久保田　勝士 長野県町村会　総務文教部会長　
（高山村長）

黒川　　洸 一般財団法人　計量計画研究所
代表理事 委員長

塩谷　さやか 桜美林大学　ビジネスマネジメント学群
准教授

鈴木　文彦 交通ジャーナリスト

高瀬　達夫 信州大学　工学部　土木工学科
准教授

原田　　昇 東京大学　大学院　工学系研究科　
研究科長 委員長職務代理者

益山　代利子 松本大学　総合経営学部
観光ホスピタリティ学科　准教授

三木　正夫 長野県市長会　総務文教部会長
（須坂市長）

水本　正俊 社団法人　長野県経営者協会　
専務理事

柳澤　吉保 長野工業高等専門学校
環境都市工学科　教授

　　　　　

　【オブザーバー】

氏　　名 役　　　　　　職 備　　　考

桑田　龍太郎 国土交通省　北陸信越運輸局　
企画観光部長

平成 24年７月まで
岩城　宏幸

金尾　健司 国土交通省　関東地方整備局
企画部長

田村　秀夫 国土交通省　中部地方整備局
企画部長

平成 24年６月まで
佐々木　一英
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長野県新総合交通ビジョン検討委員会の経過

開催等年月日 内　　　　　　　容

平成23年12月５日 ◦長野県新総合交通ビジョン検討委員会　設置

平成24年２月９日 ◦市町村長等との意見交換会（飯伊地域）
◦現地調査（リニア中央新幹線事業実施想定区域周辺）

平成24年２月10日 ◦市町村長等との意見交換会（上伊那地域）
◦現地調査（信州まつもと空港）

平成24年３月29日
◦市町村長等との意見交換会（諏訪地域）

◦町村長等との意見交換会　（木曽地域）

平成24年４月19日
◦市村長との意見交換会　　（松本地域）

◦市町村長との意見交換会　（大北地域）

平成24年５月31日

◦市町村長との意見交換会　（長野地域）

◦市町村長との意見交換会　（北信地域）
◦現地調査（北陸新幹線飯山駅周辺）

平成24年６月13日 ◦論点整理（長野県交通の現状と将来への視点について）

平成24年７月10日 ◦市町村長との意見交換会　（佐久地域）
◦現地調査（中部横断自動車道臼田 IC（仮称）周辺）

平成24年７月11日 ◦交通事業者との意見交換会
　（県内民営鉄道 4社、長野県タクシー協会、長野県バス協会）

平成24年８月８日
◦市町村長との意見交換会　（上小地域）
◦交通事業者との意見交換会
　（ＪＲ西日本、ＪＲ東日本、ＪＲ東海）

平成24年９月11日 ◦論点整理（長野県が目指す交通の将来像について）

平成24年10月16日 ◦論点整理（施策の方向について）

平成24年12月14日 ◦長野県新総合交通ビジョン素案検討

平成25年１月21日 ◦長野県新総合交通ビジョン案検討

平成25年１月29日
　　　～２月28日 ◦パブリックコメントの実施

平成25年３月15日 ◦長野県新総合交通ビジョン案決定



68 69

用語解説

＜あ行＞
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
温室効果ガス…………………………… 11
二酸化炭素等、熱が地球の外に出て行くのを
防ぎ、地球を温室に入れたような状態にする
気体の総称

駅勢圏…………………………………… 36
鉄道駅を中心としてその駅を利用する人が存
在する範囲

＜か行＞
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
カーフリーデー………………………… 28
街の中心部において 1日マイカーを使わな
い地区を創り出し、車のない都市空間を体験
すること。

緊急輸送路……………………………… 29
災害時等に防災拠点や市町村役場を連絡する
輸送路として、長野県地域防災計画に位置付
けられている道路

計器着陸装置（ILS）……………………… …４
着陸進入する航空機に対して、視界が悪い時
でも電波を使って安全に滑走路上まで誘導す
るシステム

公共交通におけるバリアフリー化…… 10
鉄道駅にエレベーターを設置するなど、高齢
者や障害者等が公共交通機関を利用しやすい
ようにすること。

公共交通におけるユニバーサルデザイン化
　　　　　　　　… ……………………… 10
乗降口の段差を１段としたバスを導入するな
ど、障害の有無、年齢、性別、人種等にかか
わらず、多様な人々が公共交通機関を利用し
やすいようにすること。

高速バス………………………………… …７
都市間を結び概ね 50㎞以上運行し、停車す
る停留所を限定した乗合バスで、高速道路を
利用しない路線もある。

国際プログラムチャーター便………… 42
海外と国内との間を複数回連続して運航され
るチャーター便

コミュニティバス……………………… …８
地域の交通空白地域において地方公共団体が
主体となって、小型バスや定額運賃で運行す
るバス

＜さ行＞
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
三次医療圏……………………………… 10
専門性の高い、高度・特殊な保健医療サービ
スが行われる区域

スマートインターチェンジ…………… 19
高速道路の本線やサービスエリアなどに設置
されている ETC専用のインターチェンジ

ゾーン 30… ……………………………… 18
生活道路が集積している区域を「ゾーン」
として設定し、ゾーン内の車の最高速度を
30km/h に規制すること。

＜た行＞
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
チャーター便…………………………… …４
主に定期便が運航していない路線に、利用者
のニーズに合わせて運航される不定期便
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デマンド型交通………………………… …８
電話等による予約に基づき、利用者の要求（デ
マンド）に応じてバス・タクシーを運行する
サービス

ドクターヘリ…………………………… 27
救急医療用の医療機器等を装備し、救急医療
の専門医及び看護師が同乗し救急現場等に向
かうヘリコプター

＜な行＞
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
二次医療圏……………………………… 10
高度・特殊な医療を除いた入院医療や包括的
な保健医療サービスが行われる区域

二地域居住……………………………… 21
都市に暮らす人が、農山村等の同一地域に中
長期的かつ定期的に滞在する居住形態

乗合タクシー…………………………… …８
バス車両ではなく、ワンボックス等の車両を
使用して運行する乗合サービス

ノンステップバス……………………… 26
乗降口のステップ（段差）を無くし、より乗
降性を高めたバス

＜は行＞
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
バス専用レーン………………………… 24
バスの定時運行を確保するため、区間や時間
帯を限定して、バス専用とする通行帯

パークアンドライド…………………… 17
自宅から自家用車で最寄りの駅またはバス停
まで行き、公共交通機関に乗り換えて目的地
に向かう移動方法

ハブ機能………………………………… 39
周辺各地へ移動できる様々な交通機関が集中
する中心拠点機能

ビジット・ジャパン・キャンペーン… 13
外国人旅行者の訪日を飛躍的に拡大させるこ
とを目的に、国と地方公共団体、民間が共同
で取り組んでいるキャンペーンの総称

物流のボトルネック…………………… 34
道路の車線減少などにより発生する渋滞など
が、円滑な物流の妨げとなること。

＜ま行＞
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
モビリティ・マネジメント…………… 28
「過度に自動車に頼る状態」から、「公共交通
や徒歩などを含めた多様な交通手段を適度に
（＝賢く）利用する状態」へと自発的に変え
ていく取組

＜ら行＞
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
旅客地域流動調査……………………… …６
国土交通省が、鉄道、自動車、航空等の各輸
送機関別に国内地域間の輸送状況を明らかに
し、需要予測や施設整備計画立案等の基礎資
料とすることを目的に実施している調査

＜わ行＞
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
ワンステップバス……………………… 26
乗降口のステップ（段差）を 1段だけとし、
乗降性を高めたバス
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＜英字＞
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
ＡＴＳ…………………………………… 31
自動列車停止装置。衝突防止などのため、列
車のブレーキを自動的に動作させて停止させ
るなど、衝突や脱線などの事故を防ぐ装置

ＢＲＴ（バスラピッドトランジット）
　　　　　　　　　　　　　……………… 24
バスレーンの導入など走行環境の改善によ
り、定時性や速達性を確保したバスをベース
とした次世代の交通システム

ＦＧＴ（フリーゲージトレイン）……… 39
新幹線と在来線を直通運転することができる
よう、車両の車輪幅を軌間（ゲージ）にあわ
せて自動的に変換する電車

ＩＣカード……………………………… 24
乗車時・降車時に読取機にカードを接触させ
るだけで情報を読み取り、運賃の支払いが可
能なカード

ＩＣＴ（情報通信技術）………………… 39
情報や通信に関する技術の総称

ＬＲＴ（ライトレールトランジット）
　　　　　　　　　　… ………………… 24
低床式車両の活用などによる乗降の容易性、
快適性などの面で優れた特徴を有する次世代
の路面電車
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